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本研究は、大学新入生を被験者として志望動機を調べ、学科間格差および性差を検討し、受験制
度や教育のあり方に関する基礎的資料を得るものである。352名の大学新入生に対し質問紙による
調査を行い、ウィルコクスン検定およびロジスティック回帰分析を行った結果、大学志望動機が同
一大学、同学部内の２つの学科－経営系と環境系において異なるという仮説は、男子には妥当しな
い。しかし、女子については明確に支持できた。女子は男子に較べて、成熟した志望動機を有する
と考えられる。
本研究は、大学新入生の志望動機が男女間において、同一大学、同学部内の２つの学科－経営系
と環境系について違いがあるかを検討および検証するものである。さらに、それらをもとに大学受
験や教育のあり方について検討を加え、基礎的資料の提供を目的とする。
これまでの大学志望動機についての研究は、教育社会学的研究と教育心理学的調査に大別できる。
前者は、麻生・潮木（1977）、浜田（1975）や井上ら（1975）であり、日本社会における学歴の
効用を示し、高等学校教育における学校のあり方等、社会の中での大学のあり方に、危機を主張し
てきた。これらの研究は、個人の側からというより、社会全体のシステムや文化的精神的コンテク
ストを視野に入れた研究と言えよう。
後者には、渕上（1984）や古市（1994）、斉藤（1995）、斉藤（1996）、八木ら（2000）、斉藤
（2002）が高校生や大学生に調査することにより、大学志望動機を明らかにするとともに、大学生
の生活改善を焦点化し、いかに志望動機を育成するかという視点を重視した研究等、個人の生活を
より充実するための技術を提示しようとしてきた。
特に、斉藤（2002）は、志望動機が大学生活そのものに影響を及ぼすことを実証的に捉えた研究
を行っている。しかしながら、そこでは個人の志望動機と学科の適正という点の検討は十分とは言
い難い。例えば、進学校に在籍し、模擬試験において高偏差値の女生徒が国立の医学部に進学した
ものの、解剖実習で動物の血液を見たために卒倒し、自身が決して人間の生体に体面することを志
向していない事実に気づき、退学し、文学部を受験し直したというようなケースも報告されている
（松原,1994）。これは、自身の適正と学科のミスマッチと考えられる。
この背景には、大学を志望する受験生が自分でやりたいことを持たず、偏差値に捕われて進学し
てしまうことが一因と考えられる。これらの現象は不本意入学と呼ばれ、生徒が自身の能力・興
味・職業適性などを考えず、大学のブランドと偏差値だけで入学してしまうケースである（斉
藤,2002）。
また現在の大学においても、小学校、中学校、高等学校における不登校や中途退学の問題が反映
１．はじめに
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していると考えられる。それらの諸相の一端に「学校嫌い」がある。大学に進学しても講義や学友
に馴染めないのが、一因と捉えられよう。
ならば、同大学、同学部においても、志向する学問によって、まったく違った適正が必要とされ
る場合があろう。例えば、工学部でも、経営工学と機械工学では、製図に対する適正、描画する図
面に対する細かい器用さがあるか否かで、まったく違った適応感が生ずる。製図が苦手で不器用な
学生が、いくら機械的なメカニズムに興味を持っていたとしても、多くの実習で不適応感をもつこ
とは十分にありうるのである。医学部で精神科医を志したとしても、６年間の間に生体に対するさ
まざまな講義や実習に耐えられなければ、不適応感による学校嫌いに陥るケースは十分に見られる
可能性がある。
本稿では、以上をもとに、大学新入生について、同一大学、同一学部の異なる学科の新入生に対
し、大学志望動機を調査し、経営系と環境系の学科で異なるか、異なるとしたら男子と女子で違い
があるか等を検証し、それらをもとに大学教育のあり方について、技術を開発するための基礎的資
料を提供するものである。
2－1 調査対象および方法
首都圏私立Ａ大学の情報学部の経営系学科とソフトウェアーや情報をシステム的に見ることを要
求される環境情報学科の新入生に大学志望動機を同日のほぼ同時間に調査した。なおフェースシー
トには、性別のみ記入を求めた。
調査表は、全校合わせて352名回収した（Table 1）。
2－2 調査材料
大学志望動機尺度 :  斉藤（2002）で明らかにした６因子解35項目のうち、因子付加量が高い項目
29項目を使用した。
上記尺度は、まったくあてはまらない（１点）、いくらかあてはまる（２点）、かなりあてはまる
（３点）、とてもあてはまる（４点）の４段階で評定するよう求めた。
さらに上記３尺度とも現役大学生に見てもらい、新入大学生の現状に照らして妥当かを検討して
もらい訂正の作業を行った。
具体的な質問内容は以下の通りである。
２．方法
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Table 1 被験者分布
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3－1 質問ごとの解析
学科間で各質問における評点の母平均の差に有意差が認められるかどうかを解析した。解析に用
いた手法はウィルコクスン検定である。もとのデータは４段階評価のスコアであり、順序尺度のた
め、データの正規性および等間隔性が保証されていないので、ノンパラメトリック手法の1つであ
るウィルコクスン検定を用いることにした。解析は男女に分けて行った。検定の結果は以下のよう
になった。
３．分析および結果
Table 2 質問内容一覧
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Table 3 学科別平均点とウィルコクスン検定の結果（男子の場合）
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Table 4 学科別平均点とウィルコクスン検定の結果（女子の場合）
Table 5 有意となった項目（男子の場合）
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3－2 ロジスティック回帰による解析
大学志望動機に関する29（Q6～Q34）個の質問を個別に見るのではなく、質問間の相関関係を考
慮しながら総合的に見て、学科間の違いを明らかにするために、ロジスティック回帰分析を適用し
た。目的変数は学科であり、経営情報学科か環境情報学科かのどちらの学生かを示す二値変数であ
る。ロジスティック回帰では、目的変数の判別に寄与する変数と寄与しない変数、すなわち、学科
間の違いを見分けるのに有用な変数と不要な変数を自動的に選択することができる。ロジスティッ
ク回帰は、2群の判別問題に使われる統計的方法である。この種の問題には、線型判別関数による
判別分析がよく使われるが、線型判別関数による方法は説明変数（この場合は各質問の評価点）が
正規分布に従うことを前提としており、本データの解析には適切でないと考えロジスティック回帰
を適用することとした。以下に示すのが、判別に寄与する変数を選択した結果である。
男子の場合の回帰式
ｙ＝ －1.3896 ＋0.2875 Q9 ＋0.2110 Q14 ＋0.5493 Q16 ＋0.2347 Q23 ＋0.2917Q28 ＋0.3059 Q29
－0.1934 Q10 －0.3680 Q15 －0.2607 Q26 －0.4358 Q33
式を見ると、10項目が選択されている。係数の符号が＋のものは、数値が大きいほど環境の学生
特色であり、－のものは、数値が大きいほど経営の学生の特色である。
上記の回帰式を判別に用いると、つぎのような判別ルールになる。
Ｐ＝１／（１＋EXP（－Y））として、
Ｐ＞0.5ならば環境の学生、Ｐ＜0.5ならば経営の学生
このルールの有効性を見るために、データに用いた男子学生310人を判別したところ、以下のよ
うな結果となった。
Table 6 有意となった項目（女子の場合）
Table 7 ロジスティック回帰の結果（男子の場合）
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正しく判別（経営の学生を経営、環境の学生を環境と判別）した割合は65.8％であり、判別ルー
ルとしては高い精度とはいえない。このことから、各質問には有意な差が認められるものの、全体
として見た場合には、男子には学科間に大きな差はないことがわかる。
一方、女子学生の場合を見てみると、つぎのような結果が得られた。
女子の場合の回帰式
ｙ＝ 24.9348 ＋2.1522 Q12 ＋3.0924 Q16 ＋3.1264 Q25 ＋2.6179 Q28
－3.2668 Q8 －1.1993 Q10 －3.1893 Q13 －1.5211 Q15 －3.3814 Q18 －7.0629 Q20
女子の場合も10項目が選択されている。男子の場合と同様に、係数の符号が＋のものは、数値が
大きいほど環境の学生特色であり、－のものは、数値が大きいほど経営の学生の特色である。正し
く判別した割合は以下のようになった。
Table 8 判別の結果（男子の場合）
Table 10 判別の結果（女子の場合）
Table 9 ロジスティック回帰の結果（女子の場合）
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正しく判別した割合は97.6％であり、１人を誤判別（経営の学生を環境と判別）しただけである。
これは判別ルールとしては相当高い精度を有するといえる。このことから、女子学生については、
学科間に大きな差があることがわかる。回帰式から、「とにかく大学生になりたい」、「勉強したい
ことがあった」、「憧れている大学があった」、「学科が学びたい分野だった」という考えが強いのが
環境の学生であり、「趣味や仲間づくりのサークル活動」、「異性（恋人）を作りたい」、「礼儀や規
律を身につけたい」、「進学するのは当たり前」、「自由な時間があると思った」、「興味のある科目が
あった」という考えが強いのが経営の学生であるという特色を読みとることができる。
本研究は、大学新入生の志望動機が男女間において、同一大学、同学部内の２つの学科－経営系
と情報系について違いがあるかを検討・検証するものである。以上の結果より、大学志望動機が同
一大学、同学部内の２つの学科－経営系と情報系において異なるかは、男子にはほぼ支持できない
結果を得た。しかし女子については、経営系と情報系で違いが明確に認められた。
つまり女子は男子に較べて、将来何をしたいか、また、どのような職業に付き、どのように暮ら
すかという意識が高い。また、女子の方がいずれの学科を志望するにしろ、エネルギッシュである
傾向が認められた。
なぜ女子については、明確な差が認められるのか。それは、わが国の受験制度およびそれを支え
る文化に根ざしていると考えられる。
少子化により大学入学が容易になった近年でも、就職難でもあり、依然として偏差値による大学
の差別化は存在している。さらに現在の日本社会では、進学校か非進学校に高校進学するかによっ
て、進学した学校がさらに大学に進学できるかどうかで人生が決まり、まったく異なる高校生活
（ライフスタイル）を持つ（斉藤，1994）。結果として受験生は、偏差値に影響され、将来何をした
いか、職業にするかという考えを持つことが希薄になる傾向がある。
いわゆる進学校の高校生は、大学を志望した段階で受験生と呼ばれ、孤独で欲望を制止した生活
を強いられる。男子は、女子に較べてその傾向が高いのではないか。なぜなら、男子にとって職業
選択は、言わば一生の問題であり、できれば先に延ばしたいという心理が働きかねない。
較べて、女子は職業とともに結婚・出産があり、選択肢が広いが選択を強いられるのであり、よ
り切羽詰まった感がある。つまり、女子は男子に比べて生活年齢が高く、大学進学を結婚や出産と
リンクさせて考える傾向があるのではないかと考えられる。また男女機会均等法が施行されて久し
いが、まだ社会的には女子の方が就職難の傾向があり、男子に比べて大学において何を学ぶかを明
確に持っていると考えられはしまいか。
以上によって、女子については、学科間で明確な志望動機の違いが生じている可能性が高い。逆
の発想をすれば、男子の中には大学進学を、「就職したくないから」「他の人が行くから」というよ
うに副次追随的に捉えている傾向が見受けられよう。
さらに、それらをもとに大学受験や教育のあり方について検討を加え、基礎的資料の提供をとす
ることが第二の目的であった。
今後、大学教育を充実させる点については、より女子に選択される方向性が意味を有する。なぜ
ならば、女子が選択する大学は将来の職業や生活をより吟味したものであり、資格の取得や就職と
いう点で実学的意味を有するからである。
４．考察
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また、進路相談会などで学科の特徴を説明する点でも、本研究で明らかになった女子についての
違いは有効である。環境系の女子は「勉強したいことがあった」、「憧れている大学があった」、「学
科が学びたい分野だった」という考えが強く、対して経営系では「趣味や仲間づくりのサークル活
動」、「異性の友人（恋人）を作りたい」、「礼儀や規律を身につけたい」、「自由な時間があると思っ
た」という考えが強い。環境系と経営系で迷っている女子の受験生や、いずれかに決めたものの迷
っている女子の受験生に対し、上の特徴を提示することは、本稿の冒頭（１．はじめに）で述べた、
その後の学生生活における「学校嫌い」や「不適応感」を低減するためにも意味があろう。
質問紙による大学志望動機の調査を行い、統計的解析（ウィルコクスン検定およびロジスティッ
ク回帰分析）を行った結果、大学志望動機が同一大学、同学部内の２つの学科－経営系と環境系に
おいて異なるという仮説は、男子には妥当しない。しかし、女子については明確に支持できた。女
子は男子に較べて、成熟した志望動機を有すると考えられる。
今後は、他の情報系や文化系の学生も対象として研究することが望まれる。
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